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令
和

四
年

十
月

一
日

発
行

い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊
通
信

①：え答

琴
弾
公
園
内
の
有
明
浜
に
育
つ
植
物
に
は
面

白
い
名
前
が
あ
り
ま
す
。
次
の
う
ち
十
月
に

黄
色
の
花
が
咲
く
植
物
は
？

①
ネ
コ
ノ
シ
タ

②
ハ
マ
ウ
ツ
ボ

③
ケ
カ
モ
ノ
ハ
シ

【
琴
弾
公
園
ク
イ
ズ

㊷

】

『
輝
き
隊
通
信
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
』
と
検
索

ま
た
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
こ
の
通
信

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
観
音
寺
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
輝
き
隊
通
信
は
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
琴
弾
公
園
ヒ
ス
ト
リ
ー
㉙
】

※2022年度一般財団法人セブン-イレブン記念財団の助成を受けています。
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◆
い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊
◆

私
た
ち
は
「
琴
弾
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
」

を
主
な
目
的
に
し
て
い
る
小
さ
な
団
体
で
す
。

歴
史
的
な
も
の
を
見
直
し
郷
土
愛
を
高
め
、
ま
ち

を
も
っ
と
元
気
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

《
矢
野
誠
一
》
そ
の
３

矢
野
誠
一
の
作
品
を
観
音
寺
市
へ

寄
贈
し
た
白
川
朋
吉
に
つ
い
て
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琴
弾
公
園
の
池
付
近
に
集
合

み
ん
な
で
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

※

問
い
合
わ
せ
０
８
０-

３
２
１
１

-

１
９
６
２

◇
◆

公
園
清
掃
日
に
つ
い
て

◆
◇

今
月
の
清
掃
日
は

月

３

日

で
す
。

午
前
八
時
～
九
時
（
雨
天･

･

月

日
）

10

10

10

ま
す
が
、
三
架
橋
寄
り
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

「
よ
る
し
る
べ
」
（
夜
の

29日（土）・30日（日）

４日（金）・５日（土）

お
し
ら
せ

日
、
琴
弾
山
の
山
上
に
あ
る
高
灯
籠
が

何
十
年
ぶ
り
か
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
「
い
い
ま
ち
づ
く
り
観

音
寺
輝
き
隊

」
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
歴
史
的
瞬
間
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（※

山
上
の
樹

木
伐
採
が
完
全
で
は
な
い
た
め
、
財
田

川
沿
い
の
新
琴
弾
橋
付
近
か
ら
は
見
え

11月

10月

白
川
朋
吉
は
明
治
六
年(

１
８
７
３
）
竹
槍

騒
動
が
勃
発
し
た
年
の
十
二
月
に
観
音
寺
市

茂
木
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
木
綿
の
布
を
売
っ

で
す
が
卒
業
時
に
は
品
行
方
正
・
学
術
優

秀
で
県
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
十
三

歳
の
時
に
相
次
い
で
父
母
を
失
う
と
い
う

不
幸
に
見
舞
わ
れ
、
大
学
時
代

に
は
寺
の
一
室
に
住
み
自
炊
し

な
が
ら
学
業
に
励
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
努
力
と

勤
勉
に
よ
り
大
阪
で
大
成
し
、

弁
護
士
会
長
や
大
学
理
事
長
・

て
生
計
を
立
て
て
い
た
家

は
五
人
目
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
、
決
し
て
裕
福
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生

ま
れ
た
時
か
ら
体
が
小
さ

く
小
学
校
入
学
時
は
幼
児

の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

琴
平
参
宮
電
鉄
社
長
・
そ
の
他
数
々
の
名

誉
職
に
就
き
ま
し
た
。
芸
術
に
も
関
心
を

寄
せ
、
同
じ
観
音
寺
出
身
の
矢
野
誠
一
氏

の
ブ
ロ
ン
ズ
三
体
を
市
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
八
年
に
八
十
九
歳
で
世
を
去
る

ま
で
、
大
阪
で
名
を
成
し
郷
土
を
も
大
切

に
生
き
ぬ
き
ま
し
た
。

町
歩
き
）
が
行
わ
れ
る


